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２
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◆
２
月
の
歳
時
記
◆

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
広
め
た
『
モ
ロ
ゾ
フ
』

２
月
１
４
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
で
す
ね
。
１
月
中
旬
と
も
な
る
と
デ
パ
ー
ト

で
も
催
事
売
場
は
、
宝
石
の
よ
う
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
可
愛
い
化
粧
缶
に
入
っ
た

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
売
場
を
埋
め
尽
く
し
、
大
勢
の
女
性
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
い
ま
や
２
月
の
風
物
詩
と
も
な
っ
た
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
で
す
が
、
こ
れ

を
広
め
た
の
が
神
戸
発
祥
の
『
モ
ロ
ゾ
フ
』
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
諸
説
あ
り
）

こ
の
『
モ
ロ
ゾ
フ
』
、
プ
リ
ン
や
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
で
す
っ
か
り
お
馴
染
み
で
、
関
西

人
な
ら
ど
こ
の
家
に
も
プ
リ
ン
の
ガ
ラ
ス
容
器
が
ひ
と
つ
や
二
つ
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
に
、
高
級
な
カ
ッ
プ
は
全
て
割
れ
た
の
に
、

モ
ロ
ゾ
フ
の
カ
ッ
プ
は
無
事
だ
っ
た
と
い
う
話
は
当
時
の
泣
き
笑
い
の
ネ
タ
の
ひ
と

つ
で
し
た
。
一
度
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
に
変
え
た
事
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

売
上
が
落
ち
、
元
に
戻
し
た
そ
う
で
す
。

そ
も
そ
も
「
モ
ロ
ゾ
フ
」
と
い
う
名
前
の
由
来
で
す
が
、
調
べ
て
み
る
と
、
そ
こ

に
は
モ
ロ
ゾ
フ
一
家
の
悲
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
革
命
か
ら
逃
れ
て
、
１
９
２

６
年
、
神
戸
ト
ア
ロ
ー
ド
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
店
を
開
い
て
い
た
白
系
ロ
シ
ア
人

「
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ド
ミ
ト
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
モ
ロ
ゾ
フ
」
一
家
は
、
神
戸
の
材
木
商
、

葛
野
友
槌
か
ら
出
資
を
受
け
１
９
３
１
年
「
神
戸
モ
ロ
ゾ
フ
製
菓
」
を
設
立
し
ま
す
。

経
営
は
順
調
で
し
た
が
葛
野
側
が
、
会
計
帳
簿
を
モ
ロ
ゾ
フ
親
子
に
見
せ
な
い
事
な

ど
に
不
信
感
を
抱
き
、
つ
い
に
裁
判
と
な
り
ま
す
。
言
葉
の
壁
や
文
化
の
違
い
な
ど

様
々
な
要
因
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
モ
ロ
ゾ
フ
一
家
は
、
結
果
的
に
裁
判
で
店
か
ら
去

ら
ね
ば
な
ら
ず
、
「
モ
ロ
ゾ
フ
」
や
類
似
し
た
商
号
の
使
用
禁
止
、
同
様
の
事
業
を

始
め
る
事
す
ら
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
判
決
は
モ
ロ
ゾ
フ
一
家
に
と
っ
て
あ
ま
り

に
も
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
条
件
を
呑
ま
な
け
れ
ば
ソ
連
へ
強
制
送
還
す
る
と
言

わ
れ
た
た
め
、
承
諾
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。

モ
ロ
ゾ
フ
は
、
当
時
の
日
本
側
の
関
係
者
か
ら
、
「
あ
ん
た
方
、
こ
ん
な
帝
国
の

日
本
に
住
め
て
有
難
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ロ
シ
ア
に
い
た
ら
殺
さ
れ
て
る
。
い
い

で
す
か
、
白
系
ロ
シ
ア
人
な
ん
だ
か
ら
、
お
と
な
し
く
し
て
い
た
ほ
う
が
い
い
。
」

と
言
わ
れ
た
と
回
顧
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
モ
ロ
ゾ
フ
側
の
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
士

「
シ
ー
ボ
ル
ト
」
も
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
退
任
し
て
い
ま
す
。
「
こ
ん
な
事

は
言
い
た
く
な
い
が
、
こ
こ
は
ア
メ
リ
カ
で
は
な
か
っ
た
。
外
国
人
で
あ
る
と
い
う

だ
け
で
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
う
と
は…

…

こ
の
国
に
は
法
律
は
あ
り
ま
せ

ん
。
」
・
・
・
そ
の
後
、
モ
ロ
ゾ
フ
は
交
流
の
あ
っ
た
兵
庫
県
庁
職
員
の
助
力
を
得

て
国
鉄
高
架
下
に
１
９
４
５
年
、
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

（
１
９
９
９
年
モ
ロ
ゾ
フ
氏
没
、
２
０
０
６
年
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
廃
業
。
）

✿【話題の“パス尼”情報】✿
最近の話題は２月発足の『俳句同好会』。ご入居者

の田中様を講師として１０名（初めての方も）ものメ

ンバーが集まりました！“俳句は知的な充実感や生き

がいが生まれる”と田中様。子ども俳人まで現れる最

近注目の俳句。何気ない草花や生活、言葉の持つ豊か

さなど一層、輝いて見えるかもしれませんね～。

「肺炎」は日本人の死因第３位。多くの高齢者がこ

の病で命を落としています。その９割が「誤嚥性肺

炎」によるもの。嚥下機能が衰えると飲食物や唾液

が気管に入り「誤嚥性肺炎」を発症します。専門家

によると、これを予防するには「声帯」を使う事こ

そ有効な予防法だそうです。その鍵となるのが『喉

頭拳上筋群』。ちょっとご自身の〝のどぼとけ”の

位置を確認してみて下さい。下がってきていません

か？これが衰えの兆候なのだとか。（汗）これを予

防する方法が“歌うこと”だそうです。「肺炎が嫌

なら喉を鍛えなさい」の著者、西山医師は、「嚥下

力が低下した９０代の男性が歌うことで飲み込む力

が回復した例があります。特に定年後の男性は会話

が減って『喉頭拳上筋』が衰えるケースが目立ちま

すが、のどが動かせるうちに自分で鍛える事が重要

です」といいます。

パストラール尼崎では、この事も踏まえ、以前か

らリクエストのあった歌の会（ミュージックサロ

ン）を計画しています。講師は昨年の文化祭のゲス

ト、“テノール王子”こと谷口文敏氏に交渉中で

す！懐かしい歌、青春の歌など皆と一緒に声を合わ

せ、楽しみながら“喉”を鍛えましょう！

第９回

『日本の常識、海外の常識』

・日時：２月７日（金）１４時

世界にはそれぞれの文化があり、自国で常識と思われ

ている事も他の国では驚かれる事も･･･汗 今回３人の

兵庫県国際交流員の方々をお招きし、その違いを知り多

様性を尊重する社会を作っていきましょう！

で「誤嚥性肺炎」予防

コ・ウンビョル 氏 （韓国）

リ・カ 氏 （中国）

イ・サン 氏 （アメリカ）

パストラールシニア大学


